
1 縄文のむらから古墳のくにへ① 
章 制限時間 合格点 

点 1 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

約
やく

1万
まん

6500年
ねん

前
まえ

～約
やく

2300年
ねん

前
まえ

 

縄文時代(じょうもんじだい) 

 約
やく

2300年
ねん

前
まえ

～約
やく

1600年
ねん

前
まえ

 

弥生時代(やよいじだい) 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

人
ひと

々
びと

は、みんなで協
きょう

力
りょく

して生
せい

活
かつ

していて、 

貧富の差(ひんぷのさ)や身分の差(みぶんのさ)

はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

佐
さ

賀
が

県
けん

の吉野ケ里遺跡(よしのが

りいせき)のむらのあとには、掘
ほり

、さ

く、物
もの

見
み

やぐらなどが見
み

つかってい

るので、むらとむらが争
あらそ

っていたこ

とがわかります。 

 

むらの人
ひと

々
びと

を支
し

配
はい

した者
もの

が豪族(ごうぞく)とな

り、強
つよ

い豪
ごう

族
ぞく

は、他
ほか

の豪
ごう

族
ぞく

を従
したが

えてくにをつくり、

王
おう

とよばれるようになりました。 

 

3世
せい

紀
き

になると、邪馬台国(やまたいこく)というく

にが、30 ほどのくにを従
したが

えるようになりました。 

 

 
この時

じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

中
ちゅう

国
ごく

の歴
れき

史
し

書
しょ

によると、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の

女
じょ

王
おう

の卑弥呼(ひみこ)は、中
ちゅう

国
ごく

に使
つか

いを送
おく

り、中
ちゅう

国
ごく

の皇
こう

帝
てい

から、称
しょう

号
ごう

、

金
きん

印
いん

、織
おり

物
もの

などを授
さず

かりました。 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

人
ひと

々
びと

は、地
じ

面
めん

をほって草
くさ

の屋
や

根
ね

をかけた、たて穴住居(た

てあなじゅうきょ)に住
す

んで

いました。 青
あお

森
もり

県
けん

の三内丸

山遺跡(さんないまるやまい

せき)では、大
おお

型
がた

のたて穴
あな

住
じゅう

居
きょ

が発
はっ

見
けん

されました。 

 

食
た

べかすを捨
す

てていた場
ば

所
しょ

のあとを貝塚(かいづ

か)といい、当
とう

時
じ

の食
た

べ物
もの

や道
どう

具
ぐ

がわかります。 

 

人
ひと

々
びと

は、動
どう

物
ぶつ

、魚
さかな

、貝
かい

、木
き

の実
み

などを食
た

べていて、あつくても

ろい縄文土器(じょうもんどき)

が使
つか

われました。  

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

米づくり(こめづくり)が伝
つた

わり、福
ふく

岡
おか

県
けん

の板付遺

跡(いたづけいせき)では、約
やく

2300年
ねん

前
まえ

の水
すい

田
でん

のあ

とが見
み

つかりました。稲
いね

の穂
ほ

をつむのに石包丁(いしぼう

ちょう)が使
つか

われ、収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

は、高床倉庫(たかゆかそう

こ)にたくわえられました。 

 

弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

のうすくてかたい土
ど

器
き

を

弥生土器(やよいどき)といいます。 

 

朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から、鉄器(てっき)や青
せい

銅
どう

器
き

などが伝
つた

わ

り、鉄
てっ

器
き

は、武
ぶ

器
き

や農
のう

具
ぐ

として使
つか

われ、青
せい

銅
どう

器
き

は、

祭
まつ

りごとなどに使
つか

われました。 

 

 
この時

じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

イエス・キリストが生
う

まれたとされる年
とし

を西
せい

暦
れき

1年
ねん

として数
かぞ

えます。 西
せい

暦
れき

を 100年
ねん

ごとに区
く

切
ぎ

ったも

のを世紀(せいき)といいます。現
げん

在
ざい

は、2001年
ねん

～

2100年
ねん

なので、21世
せい

紀
き

です。 

物
もの

見
み

やぐら 

卑
ひ

弥
み

呼
こ

 

たて穴
あな

住
じゅう

居
きょ

 

高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

 

弥
や

生
よい

土
ど

器
き

 

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

 



2 縄文のむらから古墳のくにへ② 
章 制限時間 合格点 

点 1 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

3世
せい

紀
き

ごろ～5世
せい

紀
き

ごろ 

古墳時代(こふんじだい) 

 5世
せい

紀
き

ごろ～6世
せい

紀
き

ごろ 

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

王
おう

や豪
ごう

族
ぞく

の墓
はか

を古墳(こふん)

といい、九
きゅう

州
しゅう

から東
とう

北
ほく

の各
かく

地
ち

で、円
えん

墳
ぷん

、方
ほう

墳
ふん

、前方後円墳

(ぜんぽうこうえんふん)などの

古
こ

墳
ふん

がつくられました。 

 

大
おお

きな古
こ

墳
ふん

をつくるためには、

すぐれた技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

と多
おお

くの労
ろう

働
どう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

でした。 古
こ

墳
ふん

の大
おお

き

さは、支
し

配
はい

者
しゃ

の権力(けんりょ

く)の大
おお

きさを示
しめ

します。  

 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

近畿(きんき)地
ち

方
ほう

に、大
おお

きな前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

がたくさんつくられたので、この地
ち

方
ほう

に

大
おお

きな豪
ごう

族
ぞく

がいたことがわかります。 

 

奈良盆地(ならぼんち)のまわりにできた大
おお

きな国
くに

の政
せい

府
ふ

を大和朝廷(やまとちょうてい)といいま

す。大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

の中
ちゅう

心
しん

になった王
おう

を大王(おおきみ)

といい、大
おお

王
きみ

は後
のち

に天皇(てんのう)とよばれます。 

 

 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

5世
せい

紀
き

につくられた、仁徳天皇(にんとくてんのう)

の墓
はか

は、大
おお

阪
さか

府
ふ

の大仙古墳(だいせんこふん)にあ

り、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の大
おお

きさです。 

 

古
こ

墳
ふん

の 表
ひょう

面
めん

にはた

くさんのはにわが

並
なら

べられ、遺
い

体
たい

が安
あん

置
ち

された石
せき

室
しつ

から

は、鏡(かがみ)や剣
けん

な

どが出
しゅつ

土
ど

しました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

大
やま

和
と

朝
ちょう

廷
てい

は、5～6世
せい

紀
き

ごろには、九州(きゅうし

ゅう)地
ち

方
ほう

から東北(とうほく)地
ち

方
ほう

南
なん

部
ぶ

までの王
おう

や

豪
ごう

族
ぞく

を従
したが

えるようになりました。  

 

日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

という書
しょ

物
もつ

に出
で

てくる

「ヤマトタケル」の物
もの

語
がたり

には、

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

でヤマトタケルが九
きゅう

州
しゅう

や関
かん

東
とう

を征
せい

服
ふく

していく様
よう

子
す

が

かかれています。 この物
もの

語
がたり

から、大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

が日
に

本
ほん

を統
とう

一
いつ

していく様
よう

子
す

が想
そう

像
ぞう

できます。 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

大
たい

陸
りく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日
に

本
ほん

にわたって住
す

みついた

人
ひと

々
びと

を渡来人(とらいじん)といい、建
けん

築
ちく

、土
ど

木
ぼく

工
こう

事
じ

、焼
や

き物
もの

などの技
ぎ

術
じゅつ

を日
に

本
ほん

に伝
つた

えました。 

 

各
かく

地
ち

の王
おう

や豪
ごう

族
ぞく

たちは、渡
と

来
らい

人
じん

の技
ぎ

術
じゅつ

や文
ぶん

化
か

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り入
い

れ、くにづくりに役
やく

立
だ

てました。 

 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

中
ちゅう

国
ごく

からの渡
と

来
らい

人
じん

も増
ふ

え、5世
せい

紀
き

ごろには漢字(か

んじ)、6世
せい

紀
き

ごろには仏教(ぶっきょう)が伝
つた

わりま

した。 

 

この時
じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

していた漢
かん

という国
くに

がほろびると、三
みっ

つの国
くに

が争
あらそ

う時
じ

代
だい

が続
つづ

きました。 

 

 

 

→ 
この時

じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

隋(ずい)という国
くに

が中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

しました。 

 

円
えん

墳
ぷん

 

方
ほう

墳
ふん

 

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

 

はにわ 

ヤマトタケル 

豪
ごう

族
ぞく

 



3 1 章の暗記表 
章 答えをかくしてチェックし、〇か×をかきましょう。 

今日、3 日後、1 週間後、2 週間後の 4 回チェックします。 1 

  縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

のあつさやかたさは、 

どうですか。 
あつくてもろい。 

  

  弥
や

生
よい

土
ど

器
き

のあつさやかたさは、 

どうですか。 
うすくてかたい。 

  

  縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は、 

どのような建
たて

物
もの

に住
す

んでいましたか。 
たて穴

あな

住
じゅう

居
きょ

 
  

  弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は、 

収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

をどこにたくわえていましたか。 
高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

 
  

  昔
むかし

の人
ひと

々
びと

が食
た

べかすを捨
す

てていた場
ば

所
しょ

のあとを、 

何
なん

といいますか。 
貝
かい

塚
づか

 
  

  青
あお

森
もり

県
けん

にある日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

は、 

何
なん

という遺
い

跡
せき

ですか。 
三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

 
  

  福
ふく

岡
おか

県
けん

にある弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の水
すい

田
でん

の遺
い

跡
せき

は、 

何
なん

という遺
い

跡
せき

ですか。 
板
いた

付
づけ

遺
い

跡
せき

 
  

  佐
さ

賀
が

県
けん

にある弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の集
しゅう

落
らく

の遺
い

跡
せき

は、 

何
なん

という遺
い

跡
せき

ですか。 
吉
よし

野
の

ケ
が

里
り

遺
い

跡
せき

 
  

  強
つよ

い力
ちから

でむらを支
し

配
はい

した者
もの

を 

何
なん

といいますか。 
豪
ごう

族
ぞく

 
  

  3世
せい

紀
き

ごろ、30 ほどのくにを従
したが

えていた 

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女
じょ

王
おう

はだれですか。 
卑
ひ

弥
み

呼
こ

 
  

  大
たい

陸
りく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日
に

本
ほん

にわたって 

住
す

みついた人
ひと

々
びと

を、何
なん

といいますか。 
渡
と

来
らい

人
じん

 
  

  3～7世
せい

紀
き

の日
に

本
ほん

を 

何
なに

時
じ

代
だい

といいますか。 
古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

 
  

  大
おお

阪
さか

府
ふ

にある日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の墓
はか

は、 

何
なん

という古
こ

墳
ふん

ですか。 
大
だい

仙
せん

古
こ

墳
ふん

 
  

  人
ひと

や動
どう

物
ぶつ

の形
かたち

を土
つち

でつくって焼
や

き、 

古
こ

墳
ふん

の周
まわ

りに置
お

いたものを何
なん

といいますか。 
はにわ 

  

  古
こ

墳
ふん

の大
おお

きさから、 

当
とう

時
じ

の支
し

配
はい

者
しゃ

の何
なに

がわかりますか。 
権
けん

力
りょく

の大
おお

きさ 
  

  大
おお

きな前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は、 

どこの地
ち

方
ほう

に多
おお

くつくられましたか。 
近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

 
  

  奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

のまわりで強
つよ

い力
ちから

をもった大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

は、 

どの地
ち

方
ほう

の王
おう

や豪
ごう

族
ぞく

を従
したが

えましたか。 
九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

から東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

南
なん

部
ぶ

まで 
  

  大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

の中
ちゅう

心
しん

になった王
おう

を、 

何
なん

といいますか。 
大
おお

王
きみ

 
  

  大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

の中
ちゅう

心
しん

になった王
おう

は、 

後
のち

に何
なん

とよばれますか。 
天
てん

皇
のう

 
  

  漢
かん

字
じ

や仏
ぶっ

教
きょう

は、 

どこからきた渡
と

来
らい

人
じん

によって伝
つた

えられましたか。 
中
ちゅう

国
ごく

 
  



4 1 章のテスト 
章 制限時間 合格点 

点 1 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

はどれですか。 ② 

 

 

 

 

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

のあつさやかたさはどうですか。 

ア あつくてかたい イ あつくてもろい ウ うすくてかたい 

② 

 

弥
や

生
よい

土
ど

器
き

のあつさやかたさはどうですか。 

ア あつくてかたい イ あつくてもろい ウ うすくてかたい 

③ 

 

青
あお

森
もり

県
けん

にある日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

は、何
なん

という遺
い

跡
せき

ですか。 

ア 板
いた

付
づけ

遺
い

跡
せき

 イ 三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

 ウ 吉
よし

野
の

ケ
が

里
り

遺
い

跡
せき

 

④ 

 

佐
さ

賀
が

県
けん

にある弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の集
しゅう

落
らく

の遺
い

跡
せき

は、何
なん

という遺
い

跡
せき

ですか。 

ア 板
いた

付
づけ

遺
い

跡
せき

 イ 三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

 ウ 吉
よし

野
の

ケ
が

里
り

遺
い

跡
せき

 

⑤ 

 

3世
せい

紀
き

ごろ、30 ほどのくにを従
したが

えていた邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女
じょ

王
おう

はだれですか。 

ア 卑
ひ

弥
み

呼
こ

 イ 富
ふ

弥
み

呼
こ

 ウ 鬼
き

弥
み

呼
こ

 

⑥ 

 

3～7世
せい

紀
き

の日
に

本
ほん

を何
なに

時
じ

代
だい

といいますか。 

ア 縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

 イ 弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

 ウ 古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

 

⑦ 

 

人
ひと

や動
どう

物
ぶつ

の形
かたち

を土
つち

でつくって焼
や

き、古
こ

墳
ふん

の周
まわ

りに置
お

いたものを何
なん

といいますか。 

ア はにわ イ 土
ど

偶
ぐう

 ウ 鏡
かがみ

 

⑧ 

 

大
おお

きな前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は、どこの地
ち

方
ほう

に多
おお

くつくられましたか。 

ア 関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

 イ 近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

 ウ 九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

 

⑨ 

 

大
やま

和
と

朝
ちょう

廷
てい

の中
ちゅう

心
しん

になった王
おう

を、何
なん

といいますか。 

ア 大
おお

王
きみ

 イ 渡
と

来
らい

人
じん

 ウ 豪
ごう

族
ぞく

 

⑩ 

 

漢
かん

字
じ

や仏
ぶっ

教
きょう

は、どこからきた渡
と

来
らい

人
じん

によって伝
つた

えられましたか。 

ア 朝
ちょう

鮮
せん

 イ モンゴル ウ 中
ちゅう

国
ごく

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は、 

どのような建
たて

物
もの

に住
す

んでいましたか。 
 

② 

 

弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

は、 

収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

をどこにたくわえていましたか。 
 

③ 

 

昔
むかし

の人
ひと

々
びと

が食
た

べかすを捨
す

てていた場
ば

所
しょ

のあとを、 

何
なん

といいますか。 
 

④ 

 

大
たい

陸
りく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日
に

本
ほん

にわたって 

住
す

みついた人
ひと

々
びと

を、何
なん

といいますか。 
 

⑤ 

 

古
こ

墳
ふん

の大
おお

きさから、 

当
とう

時
じ

の支
し

配
はい

者
しゃ

の何
なに

がわかりますか。 
 

⑥ 

 

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

のまわりで強
つよ

い力
ちから

をもった大和
や ま と

朝
ちょう

廷
てい

は、 

どの地
ち

方
ほう

の王
おう

や豪
ごう

族
ぞく

を従
したが

えましたか。 

 


